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一１

「

一
、
水
の
水
上
。

「西
鶴
俗
つ
れ
ム
ヽ
」
（元
藤
八
年
刊
）
に

都
の
辰
巳
宇
治
の
夏
川
凍
し
く
…
…
朝
日
山
も
夕
暮
ち
か
く
な
り
、
虹
け
う

つ
り
て
掛
橋
の
詰
な
る
通
円
茶
屋
に
し
ば
ら
く
川
音
を
聞
し
に
、
水
の
水
上

の
清
く
、
さ
し
下
し
く
る
笹
舟
に
乗
て

と
あ
る

「
水
の
水
上
」
な
る
語
の
原
拠
は
、

「新
古
今
集
」
な
七
賀
に
見
え
る

藤
原
清
輔
朝
臣

年
へ
た
る
宇
治
の
橋
守
こ
と
間
は
む
幾
代
に
な
り
ぬ
み
づ
の
水
上

の
和
歌
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は

「
清
輔
朝
臣
集
」
に

年
経
た
る
宇
治
の
橋
守
言
と
は
む
幾
世
に
な
り
ぬ
水
の
自
波

と
な
っ
て
ゐ
る
が
、

「
御
島
勿
院
御
回
博
」
や

「歌
仙
落
書
」
の

「
清
輔
朝
臣

十
首
」
に
は
共
に
新
古
今
集
所
載
の
形
で
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
「水
の
水
上
」

の
形
で
流
布
し
た
の
で
あ
ら
う
。
筒

「
八
雲
御
抄
」
雀
第
六
用
意
部
や

「
耕
雲

口
博
」
に
は
こ
の
和
歌
に
っ
い
て
の
逸
話
が
見
え
て
を
り
、
金
春
薄
竹
の

一，歌

舞
髄
脳
記
」
に
は

「第
二
軍
体
…
…
源
三
位
頼
政
、深
花
風
技
群
体
物
の
中
に
抜
け
い
で
た
る
姿
」

と
記
し
て
此
の
和
歌
を
引
用
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
本
歌
と
し
た
作
品
は
中
世

か
ら
近
世
に
か
け
て
少
く
な
い
。

「
た
へ
て
い
か
に
水
の
み
な
か
み
す
み
初
じ

む
か
し
の
秋
の
字
治
の
橋
守
」
（十
市
遠
忠
百
首
）

「
春
を
ふ
か
む
る
宇
治
の
山
里
、
（盛
）
家
、
霞
し
く
水
の
み
な
上
く
れ
初
て

前

田

金

五

督
（
阿
ご

（
文
安
千
旬
、
第
五
）

従

っ
て
此
の
和
歌
け
俳
諮
師
の
常
識
で
あ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
が
、
諸
曲
は

「俳
諸
の
源
氏
」
（其
角
、
雑
談
集
）
と
称
せ
ら
れ
た
談
林
俳
諧
師
た
る
西
鶴
の

行
文
で
あ
る
か
ら
、
「
俗
つ
れ
ハ
ヽ
」
の
原
拠
け
諮
曲

「頼
政
」
の

「木
幡
の
関
を
今
越
え
て
伏
見
の
沢
田
見
え
渡
る
水
の
水
上
尋
ね
末
て
字
治

の
里
に
も
着
き
に
け
り
」

と
あ
る
文
章
に
依
拠
し
た
と
考
へ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
正

確
に
は
清
輔
朝
臣
の
和
歌
に
依

っ
た
謡
曲

「
頼
政
」
の
文
章
を
出
典
と
す
る
と

一百
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
省
左
記
の
如
き
は
何
れ
も

「頼
政
」
の
連
想
に
ょ
る
と

見
て
差
支
へ
な
い
で
あ
い
う
。

「
ち
や
か
ほ
て
の
声
絶
し
揚
り
場
　
在
色
、
水
道
や
水
の
水
上
崩
る
ら
ん
　
正

友
、
立
付
あ
を
ろ
川
お
ろ
し
の
風
　
一
一柴
」
（談
林
十
百
韻

。
第
八
Ｙ

延
宝
三

年
刊「

今
八
む
か
し

一
戦
破
れ
て
う
へ
を
下

（似
）春
、
橋
は
引
た
り
水
の
水
上

（
幽
）山
、　
親
さ
け
て
す
ぶ
り
と
沈
む
涙
川
　

“^

（宗
因

七
百
韻
、
於
鎌
倉
三

吟
）
延
宝
五
年
刊

「宇
治
の
花
園
に
二
尺
六
寸
の
大
袖
つ
づ
き
、
木
幡
け
姿
の
山
と
成
り
て
歩
行

よ
り
ぞ
行
く

，
…
此
外
残
る
物
と
て
、
松
の
横
風
の
み
、
水
の
水
上
浪
か
け
て

長
橋
越
え
て
東
詰
通
園
茶
屋
の
前
に
編
笠
深
く
か
ぶ
り
て
」
（西
鶴
。好
色
盛
一表

記
、
建
二
之

一
）

元
蔽
元
年
刊

西

鶴

=五

彙

小

考

´
ヽ
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「
ゆ
り
入
て
ゆ
る
が
ぬ
国
の
橋
桂
、

（其
）角
、　
濃
茶
を
の
ぞ
む
水
の
水
上

（
才
）丸
、
伊
勢
使
素
砲
を
竹
に
挟
ま
せ
て

（挙
）
日
」
（多
祀
が
家
）

元
藤
三

年
刊次

に

「
西
鶴
五
百
韻
」
（
延
宝
七
年
刊
）
の

「
山
水
の
水
の
ミ
な
か
ミ
や
鴻
の
池
　
井
原
西
鶴
、
挽
置
な
れ
と
霞
た
つ
山

山
本
西
六
」
（第

一
、
何
鞠
）

は

「挽
置
―
挽
い
て
お
い
た
株
茶
」
公
‐西
鶴
仝
集
」
第
十
三
雀

。
九
四
頁
、
頭

註
）
の
意
で
あ
る
か
ら
、
宇
治
の
茶
の
連
想
で
発
句
を
宇
治
と
見
立
て
て
脇
を

附
け
た
の
で
あ
ら
う
が
、
発
句
自
体
を
考
へ
る
と
、
曲
水
の
宴
の
酒
盃
が
流
れ

て
く
る
そ
の
水
上
け
酒
造
地
鴻
池

（
轟
津
国
河
辺
郡
鴻
池
村
）
で
あ
る
と
の
句

意
で
あ
る
か
ら
、

「
曲
水
の
水
」
は
酒
の
意
を
含
ん
で
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で
あ

ら
う
。
従

っ
て
発
句
ほ
宇
治
の

「
水
の
水
上
」
に
茨

っ
た
表
現
で
は
な
く
、
語

曲

「枕
慈
童
」
（観
世
流
）
の

こ
れ
は
漢
の
皇
帝
の
臣
下
な
る
が
薬
の
水
の
水
上
を
尋
ね
と
の
宣
旨
を
蒙
り

爽
り
た
り
、
…
‥
所
け
麗
縣
の
山
路
の
菊
の
水
汲
め
や
掬
べ
や
飲
む
と
も
恭

き

じ

に
依

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
同

一
の
題
材
を
脚
色
し
た
観
世
流
「菊
慈
童
」
３
玉

生

。
金
剛

。
喜
多
の
諸
流
で
は

「枕
慈
童
と
称
す
」
で
は
、

「
も
と
よ
り
業
の

酒
な
れ
ば
」
と
あ

っ
て

「
山
路
の
菊
の
水
」
は

「酒
」
で
あ
る
事
に
間
違
ひ
な

い
か
ら
。
即
ち
西
鶴
が
当
世
は

「麗
縣
の
山
路
の
菊
の
水
∵
な
ら
ぬ
「
鴻
池
酒
」

を
讃
へ
て
物
し
た
発
句
な
の
で
あ
る
。

第
三
に

「
好
色

一
代
男
」
（天
和
二
年
刊
）
に

茶
宇
嶋
の
き
れ
に
て
お
物
師
が
ぬ
う
て
く
れ
し
、
前
巾
着
に
、
こ
ま
か
な
る

露
を
盗
み
た
め
て
、
或
夕
暮
、
小
者
あ
が
り
の
若
き
者
を
ま
ね
き
、
同
じ
心

の
水
あ
み
な
か
み
清
水
八
坂
に
さ
し
懸
り

（巷

一
之
七
）

と
見
え
る
の
も
宇
治
に
関
係
が
な
い
。
こ
れ
は
誰
曲

「
遊
行
柳
」
の

そ
の
か
み
洛
陽
や
清
水
寺
の
古
、
五
色
に
見
え
じ
滝
浪
を
尋
ね
上
り
し
水
上

に
、
金
色
の
光
さ
す
、
朽
木
の
柳
忽
ち
に
、
楊
柳
観
者
と
現
れ
、
今
に
絶
え

せ
ぬ
跡
と
め
て
、
利
生
あ
ら
た
な
る
歩
み
を
運
ぶ
霊
地
な
り
。

叉

「
た
む
ら
の
さ
う
し
」
（
正
保
頃
刊
）
下
の

さ
て
末
代
の
た
め
し
に
は
清
水
寺
の
御
こ
ん
り
う
、
大
同
二
年
に
じ
や
う
じ

ゅ
し
て
、
大
同
寺
と
申
せ
し
か
、
水
の
み
な
か
み
き
よ
く
し
て
な
が
れ
の
す

ゑ
も
久
か
た
の
そ
ら
も
の
ど
か
に
め
く
る
日
の
か
け
清
水
の
寺
と
し
あ
ら
た

め
て

等
と
あ
る
清
水
寺
の
縁
起
を
記
し
た
文
章
に
よ
っ
て

「
清
水
」
に
っ
ゞ
け
た
の

で
あ
ら
う
。

「が
張
諸
雲
千
句
」
（寛
文
五
年
刊
）
に

一
清
潔
な
り
し
滝
の
水
上
　
金
色
の
光
さ
し
ぬ
る
観
世
言
」
（第
十
）

と
あ
る
附
合
も
同
様
で
あ
ら
う
。
大
坂
の

「俳
諸
師
西
鶴
」
と
り
わ
け
最
初
に

貞
門
俳
譜
師
に
師
事
し
た
と
考
へ
ら
れ
る

（
野
潤
光
辰
先
生

「西
鶴

年
譜

考

証
」
参
照
）
西
鶴
に
と
っ
て
こ
の
縁
起
は
常
識
で
あ

っ
た
に
違
ひ
な
い
か
ら
。

省

「
心
の
水
一
は

「倭
訓
栞

一
に

「
こ
ゝ
ろ
の
み
づ
、
心
水
を
い
ふ
釈
教
也
」

と
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
釈
教
に
関
係
あ
る

「
水
の
水
上
」
の
用
例
を

一
二
記
し

て
見
る
と
、

「釈
教
の
心
を
一　
　
　
　
藻
壁
門
院
少
痔

い
に
し
へ
の
水
の
み
な
か
み
い
か
に
し
て
ひ
と
つ
流
れ
の
す
み
に
で
る
ら
む
」

（
続
拾
遺

。
十
九

・
釈
教
）

「
夕
ヾ
シ
山
二
入
テ
モ
ナ
フ
心
ノ
水
ノ
ミ
ナ
カ
ミ
ハ
モ
ト
メ
ガ
タ
ウ
、
市

ニ
マ

ジ
ハ
リ
テ
モ
フ
ナ
ジ
ナ
ガ
レ
ノ
水
ナ
ラ

バ
」
（
ジ
ネ
ン
コ
ジ
、　
亡
父
曲

「
五

音
」
下
所
載
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４．

「
二
百
四
十
四
番
左
、
蒜
せ
ぬ
法
の
い
に
し
へ
を
と
へ
、
汲
む
開
伽
の
水
の
み

二

卜
一ｌ
ｉ
ｔ
ｌ
・
１
１
卜
，
デ
ーヽ

ま■
」・１ヽ
」
」一―
‐し
に

　́
―い」
■

．



′

な
か
み
逢
に
て
　
僧
宗
恰
」
（
北
畠
家

二
百
五
十
番
連
歌
合
）
等
と
見
え
、

此
等
に
よ
っ
て
西
鶴
が

「
心
の
水
の
水
上
」
と
記
し
た
そ
の
根
拠
が
明
日
に
な

る
と
思
ふ
。
即
ち
中
世
文
学
の
常
套
的
表
現
を
借
用
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
「西
鶴
自
註
独
吟
百
韻
」
（
元
祓
五
六
年
頃
成
か

西
鶴
年
譜
考
証
」

参
照
）
に

同
じ
京
の
水
に
替
り
の
水
さ
び
て

水
の
水
上
な
れ
ば
京
中
に
水
の
あ
し
き
所
な
し
…
…

と
自
註
し
て
を
り
、
近
藤
忠
義
氏
の
頭
註

（
日
本
古
典
読
本
「
西
鶴
〓

三
二
頁
）

テヽ
一‘水

上
は
物
の
根
源
で
あ
る
か
ら
、
水
の
中
で
の
最
上
の
水
の
意
で
あ
ら
う

と
記
し
て
を
ら
れ
る
。

「
水
の
水
上
」
を
文
字
通
り

「
水
源
」
の
意
に
用
ゐ
た

例
は
、

「
山
川
の
水
の
み
な
か
み
た
づ
ね
き
て
星
か
と
ぞ
見
る
し
ら
ぎ
く
の
は
な
、
皇

太
后
宮
太
夫
俊
成
」
（
続
千
載
五

・
秋
下
）

「
木
の
葉
に
ま
し
る
水
の
水
上
、
奥
し
ら
ぬ
深
山
面
に
秋
ふ
け
て
　
一尋
順
六
竹

林
抄
、
第
三
、
秋
連
歌
）

其
他
中
世
の
勅
撰
集

。
家
集

・
連
歌
集
に
少
く
な
い
が
、
「俳
諸
小
傘
」
（元
祗

五
年
刊
）
の

「
付
合
指
南
」
に

「纏
…
…
水
ノ
水
上
」

と
あ
る
か
ら
西
鶴
当
時
も

「
水
の
水
上
」
を

「
水
源
」
の
意
に
使
用
し
た
事
は

確
か
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
れ
を

「
水
の
中
で
の
最
上
の
水
」
の
意
と
解
し
う

る
用
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
唯
、

「河
辺
初
風
、尋
ね
み
ん
さ
ぞ
な
凍
し
き
大
井
川
西
こ
そ
秋
の
水
の
み
な
か
み
」

（大
下
勝
俊

「拳
白
集
」
二
）

「我
が
眼
に
は
涙
の
水
上
を
誰
か
興
ふ
べ
き
や
」
（
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
、音同
貌

五
郎
氏
訳
）
等
の
用
例
は
、
「物
の
根
源
」
の
意
と
思
は
れ
、

「
春
の
色
紬
を
民
の
風
義
に
て
、
軽
簿
い
へ
る
水
の
水
上
、
月
の
照
花
の
麓
の

綿
お
し
き
」
（
八
重

一
重
、
西
鶴
独
吟
）
元
祓
五
年
刊

の
頭
註

（西
鶴
全
集
十
三
毬
、
三
五
二
頁
）
に

「
ｏ
水
の
水
上

（
ミ
ナ
カ
ミ
）―
淵
源
す
る
所
を
い
ふ
」

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
斯
様
な
意
味
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
、

「
な
か
れ
も
き
よ
き
玉
川
の
せ
ん
の
し
や
う
す
に
じ
ゅ
せ
ん
と
て
野
良
若
衆
の

水
上
也
」
傘
口
今
役
者
物
語
）
廷
宝
六
年
刊

「
大
上
上
吉
、
鯉
宮
崎
風
許
者
の
曰
く
、
御
江
戸
に
て
は
浅
草
　
、
京
大
坂
に

て
は
淀
川
三
ヶ
の
津
川
魚
の
水
上
、
其
外
諸
国
名
物
の
御
名
か
く
れ
な
く
」

（許
剣
龍
美
野
子
、
上
）
宝
暦
七
年
刊

其
他

「
料
理
者
の
水
か
み
」
（許
剣
龍
美
野
子
、
中
）
、
「討
間
の
水
上
」
（浪
花

色
八
卦

。
宝
暦
六
年
刊
）
等
の
場
合
の

「水
卜
直

は

「最
上
」
の
意
と
思
は
れ

従

っ
て

「
水
の
水
上
」
は
近
藤
氏
の
議
さ
れ
た
如
き
意
と
な
る
が
、
筆
者
の
氣

が
つ
い
た
用
例
の
多
く
は
近
世
後
期
の
も
の
な
の
で
柳
か
不
安
で
あ
る
。
が
、

一示
都
の
水
の
達綱
い
音争
は
、

「佳
所
こ
ゝ
に
極
め
て
都
の
水
の
き
よ
く
、
俳
の
流
れ
の
絶
ず
」
（俳
諸
国
袋
、

西
鵬
序
）
元
祓
三
年
刊

と
あ
る
外
、
「
好
色
五
人
女
、
冬
二
之
三
、
貞
享
三
年
刊
）
「
本
朝
櫻
陰
比
事
雀

一
之

一
、
元
藤
二
年
刊
）
等
で
西
鶴
自
ら
記
し
、

「倭
漢
三
才
図
会
、
雀
五
十

七
、
水
」
に
も
官
讃
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

「
自
註
百
詢
」
の
場
合
は
近
藤
氏
の

議
が
正
当
と
思
は
れ
る
が
、
其
他
の
西
鶴
の

「
水
の
水
上
」
の
用
例
に
は
あ
て

は
ま
ら
な
い
様
で
あ
る
。

以
上
西
鶴
の
作
品
に
見
え
る

「水
の
水
上
」
な
る
語
の
意
味
を
そ
の
各
々
の

場
合
に
つ
い
て
調
査
し
、
特
に
中
世
文
学
と
の
関
連
に
つ
き
く
だ
ノ
ヽ
し
く
記



述
し
た
が
、
こ
の
故
は

一
つ
に
、
従
来
西
鶴
の
作
品
に
表
は
れ
た
古
典
の
影
響

は
、
浮
世
草
子
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
来
た
が
、
俳
諸
に
つ

い
て
は
極
め
て
徴
々
た
る
も
の
で
あ

っ
た
事
、
及
び
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か

け
て
連
歌
師
に
よ
っ
て
博

へ
ら
れ
、
や
が
て
俳
諸
師
に
引
き
続
が
れ
て
い
っ
た

古
典
的
教
養
か
ら
俳
識
師
西
鶴
が
深
い
影
響
を
受
け
、
そ
れ
に
１
っ
て
俳
譜
に

浮
世
草
子
に
自
在
な
表
現
を
な
し
た
事
は
も
っ
と
注
目
さ
る
べ
き
彼
の
特
性
と

筆
者
．は
考
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。　
拙
稿

「
西
鶴
語
彙
管
見
」
（
日
本
文
学
研

究
」
十
五
年
八
月
号
）
中
の

「我
色
酒
す
小
老
」
も
同
様
な
立
場
か
ら
の
記
述

で
あ
る
が
、
併
せ
て
西
鶴
作
品
の
解
釈
と
理
解

へ
の

一
助
と
も
な
ら
ば
幸
甚
で

あ
る
。

二
、
塀

築
　
星

「
遠
い
へ
出
ぬ
春
の
夜
の
月
　
素
屍
　
四
五
日
の
留
守
を
預
る
塀
築
星
　
右
雲

風
の
氣
遣

一
群
の
雲
西
茂
」
（
大
矢
数
、
第
十
六
）
延
宝
八
年
興
行

へ
つ
い
星
の
用
例
は
外
に

「
月
の
舟
も
火
床
右
と
や
へ
つ
い
星
　
躍
尾
貞
栄
」
（
手
操
般

。
四

・
秋
）
宝

文
十
二
年
刊

「
た
と
へ
な
ば
ろ
く
だ
い
む
め
や
へ
つ
い
星
　
似
道
」
（
如
意
宝
珠
）

延
宝
二

年
刊

「
い
つ
れ
の
秋
に
と
り
つ
き
世
帯
、
月

ハ
光
ほ
し
ハ
ヘ
つ
い
を
な
ら
へ
置
、
湯

て
も
水
て
も
冷
て
ゆ
く
ら
ん
」
（
西
鶴
、
大
句
数
、
第
八
）
延
宝
五
年
刊

等
見
え
、
「類
艦
集
」
（
延
宝
四
年
刊
）
に
も

「
黎
星
、
す
バ
る
ほ
し
、
ぬ
か
ほ
し
、
へ
つ
い
ほ
し
も
星
の
林
の
数
な
ら
し
」

（な

一
、
星
之
條
）

と
あ
る
か
ら
星
座
の
名
称
で
あ
る
が
其
の
実
体
が
剣
明
し
な
い
。
唯

「
お
か
ま
ほ
し
、
貫
索
、
ｃ
合
類
大
節
用
集
天
曇
城
ノ
注
、
倶
民
以
二所
見
・謂
ニ

之
天
籠
・安

（格
安
―
筆
者
註
）
接
貫
索
、
天
晨
城
其
象
皆
円
な
り
、　
故
に

籠
と
釜
を
以
て
こ
れ
に
象
る
、
貫
索
も
亦
か
ま
ど
星
と
呼
て
可
な
り
、
二
星

各
円
な
る
に
よ
り
の
和
名
な
る
と
き
は
彼
我
相
混
じ
て
よ
ふ

に
て
は
な
き

か
一
（
山
本
格
安
、
尾
張
方
言

。
天
地
）
寛
延
元
年
刊

「
星
象
を
見
る
こ
と
ハ
農
民
よ
り
く

ハ
し
き

ハ
な
し
、
大
和
の
国

ハ
水
の
と
ほ

し
き
処
な
れ

ハ
四
月
頃
よ
り
夏
中
農
民
夜
も
す
が
ら
い
ね
す
し
て
星
象
を
は

か
り
見
て
種
お
ろ
し
あ
る
ひ
ハ
夜
陰
の
露
お
き
た
る
に
苗
の
し
め
り
を
し

り
、米
穀
の
実
の
る
と
ミ
の
ら
ぎ
る
と
を
あ
ら
か
し
め
は
か
り
し
る
事
な
り
、

そ
の
星
か
ら
十
き
ば
し
、
ひ
し
ぼ
し
、
す
は
る
ほ
し
、
く
ど
ぼ
し
な
ど
よ
う

の
名
を
っ
け
て
某
の
星
ハ
何
時
に
何
の
位
に
あ
ら
は
れ
何
時
に
何
の
方
に
か

く
る
な
と
い
ひ
て
も
そ
の
日
つ
も
り
に
て
は
か
る
こ
と
露
た
か
は
し
」

（畑

維
龍
、
四
方
の
硯
、
月

８
）
享
和
三
年
刊

等
に
よ
り
、
へ
つ
い
、
お
か
ま
、
く
ど
、
い
づ
れ
も
竃
の
意
で
あ
る
か
ら
同
じ

星
の
名
で
あ
ら
う
と
推
測
し
て
ゐ
た
が
、
大
矢
員

一
先
生
か
ら
は
、
そ
れ
は
多

分
北
冠
座
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
星
座
は

「春
の
夜
」
に
は
現
れ
ぬ
か
ら

「大
矢

数
」
の
附
合
は
絵
塞
事
か
も
し
れ
ぬ
由
を
、
叉
岬
野
忠
次
氏

（東
洋
天
女
学
専

攻
）
か
ら
に
、
貫
索
は
北
冠
座
の
由
を
夫
々
御
示
教
賜
っ
た
。
偶
々
内
田
武
志

氏
の

「
日
本
星
座
方
言
資
料
」
（昭
和
十
四
年
十

一
月
刊
）
を
見
た
所
、
「北
冠

座
」
は

「牛
飼
座
の
す
ぐ
東
隣
り
に
あ
っ
て
、
七
箇
ほ
ど
の
星
が
円
弧
を
描
い
て
並
ん

で
ゐ
る
星
座
で
あ
る
。
α
の
げ
ん
ま
は
二
等
星
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
小
さ

く
、
四
等
星
で
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
紐
に
縛
が
れ
て
ゐ
る
や
う
に
美
し
く
ま

と
ま
っ
て
見
え
る
」
（
一
五
八
一貝
）

と
誘
明
さ
れ
、



職
瑠
「
１

、
．１
１
１
¨「兵

庫
縣
川
辺
郡
小
浜
村
で
は

こ
れ
を

ヘ
ッ
ツ
イ
ボ
ン
と
名
附
け
て
ゐ
る
の

は
、
関
西
地
方
に
よ
く
あ
る
焚
き
日
の
幾
箇
所
も
あ

っ
て
大
き
く
構
築
し
た

図
形
の
土
竃
を
指
す
の
の
あ
ら
う
」
２

五
九
頁
）

と

「
ヘ
ッ
ツ
イ
ボ
ン
」
な
る
方
言
の
存
在
を
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
更
に
野
尻
抱

影
氏
の

「
か
ん
む
り
座
東
西
」
（
「
天
界
」
十
五
年
九
月
号
所
載
）
に
は

延
宝
２
年
の
俳
書
に
も

「露
け
む
り
火
と
も
す
菊
や
へ
つ
い
星
」
と
い
う
尾

張
の
人
、
立
心
の
句
が
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
以
上
の
方
言
の
裏
附
け
と
文
献
資
料
に
よ
り

「
へ
つ
い

星
」
は

「
北
冠
座
」
と
考
へ
て
も
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。
但
し

「
塀
築
星
」
は

軍
な
る
宛
字
か
或
は
何
か
根
拠
が
あ
る
の
か
未
詳
で
あ
る
。

三
、
誰
か
子
の
た
め
に

「身
用
心
む
ろ
の
八
嶋
を
こ
ゝ
ろ
せ
よ

（
友
￥
一
、
誰
か
子
の
た
め
に
守
を
つ

け
た
そ
　
（西
）鶴
、　
月
の
影
井
戸
へ
落
う
か
あ
ふ
な
ひ
は
　
霊
こ
（両
吟

一

日
千
句
、
第
九
）
延
宝
七
年
刊

「鰭
叉
室
の
八
島
の
霧
煙
　
（西
）鶴
、
誰
か
子
の
た
め
の
た
の
も
の
節
句

（
友
）
雲
、
け
さ
奉
行
十
三
か
ね
を
持
せ
き
て
　
（遠
）舟
」
（俳
諸
四
吟
六
日

飛
脚
Ｙ
延
宝
七
年
刊

此
等
二
用
例
の

「宝
の
八
島
」
と

「誰
か
子
の
た
め
」
と
の
附
合
で
す
ぐ
連
想

さ
れ
る
の
は
、
有
名
な
室
の
八
島
の
子
代
博
論
で
あ
る
。
娘
の
身
代
り
に

「
つ

な
し
」
を
焼
き
、
そ
の
た
め

「
こ
の
し
ろ
」
の
名
を
得
た
と
す
る
こ
の
話
は
、

「
本
朝
食
鑑
」
（元
祗
八
年
刊
）
制
之
條
に
詳
し
く
、

古
く
は

「慈
元
抄
」
近
く
は
「
大
和
本
草
」
ε
玉
永
五
年
刊
）
巷
十
三
、
「倭
漢

三
才
図
会
」
（
正
徳
二
年
刊
）
等
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、　
こ
れ
を
詠
ん
だ
和
歌

に
は

「
東
路
の
室
の
八
嶋
に
立
畑
た
か
こ
の
世
よ
り
つ
な
し
や
く
ら

ん
」
（名
所
小

鏡

・
室
八
嶋
之
條
）
貞
事
二
年
刊

或
は

「
東
路
の
む
ろ
の
八
嶋
に
立
け
ふ
り
た
か
こ
の
代
に

つ
な
し
燒
ら
ん
」
（倭
漢

三
才
図
会
、
藤
之
條
）
等
が
あ
る
。

た
か
こ
の
代
に
」
の
方
が
博
論
に
ぴ

っ
た
り
し
て
ゐ
る
が
、
西
鶴
の
附
合
か

ら
考
へ
る
と

「誰
か
子
の
篤
に
」
の
形
も
存
在
し
て
ゐ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
は
出
典
未
詳
で
あ
る
が
、
西
鶴
の
上
記
の
附
合
が
こ
の
和
歌
に
よ

る
事
だ
け
は
断
言
は
出
爽
る
で
あ
ら
う
。

四
、
棋
木
の
お
違

「
大
師
講
け
ふ
九
重
を
過
越
て
、
匂
ひ
け
る
か
な
旗
木
の
お
違
、
井
戸
輪
の
下

行
水
や
か
す
る
ら
ん
」
（
大
坂
独
吟
集
、
鶴
永
独
吟
）
延
宝
三
年
刊

前
句
は
、
頴
原
博
士
の
頭
註

（西
鶴
全
集
第
十
三
程
、　
一
五
頁
）
に
、

「
大

師
護
―
天
台
の
開
祀
智
者
大
師
の
忌
日
十

一
月
二
十
四
日
に
行
ふ
法
事
」
と
あ

り
、
「匂
ひ
―
「
け
ふ
九
重
に
匂
ひ
け
る
か
な
」
の
歌
に
よ
る
」
と
記
さ
れ
て
ゐ

る
か
ら
附
句
と
の
関
係
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

「旗
木
の
御
違
」
は
語
意
不
明

で
、
頴
原
博
士
も

「
○
お
違
―
違
の
字
、
原
六
剣
読
し
難
い
、
今
姑
く
違
ひ
と
よ
ん
で
お
く
」

と
註
さ
れ
、
石
川
巖
氏
編

「新
選
絵
入
西
鶴
仝
集
俳
諸
篇
第

一
な
」
で
は

「償

木
の
お
連
」
と
蘇
刻
さ
れ
、
「
日
本
俳
書
大
系
」
は

「旗
木
の
お
違
」
、
小
宮
豊

降
氏
等
の
輪
講

「西
鶴
俳
諧
研
究
」
で
は

「
お
違
」
論
に
よ
ら
れ
て
句
意
不
明

と
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
て
今
私
見
を
述
べ
よ
う
と
思
ふ
が
、
こ
の
附
句
は
前
句
の

「
九
重
」
の
九
か
ら
七
月
九
日
ウ
連
想
し

「聖
霊
迎
」
の
行

事
を
附
け
た
の
で

は
な
か
い
う
か
。
黒
川
道
話
の

「
日
次
紀
事
」
（貞
享
二
年
刊
）
七
月
之
條
に



コ
法
会
Ｖ
ｉ

東
山
六
道
地
蔵
詣
男
女
撞
′
鐘
而
迎
二聖
霊
・各

置
二旗

枝
・雨
携

帰
俗
博
今
月
今
日
聖
霊
柔
二旗
枝
・雨
爽
実
是
附
草
依
木
之
義
乎
」
（
九
日
、注”

水
寺
詣
之
條
）

と
記
し
、
「京
勿
二
重
織
留
」
毬
〓
、
事
実

含
死
藤
二
年
刊
）
種

葉

の
條
に
も

同
様
記
し

「
或
は
聖
霊
迎
と
云
」
と
あ
る
し
、
附
合
書
を
参
照
す
る
と
、

「類

船
集
」
に

「旗
…
…
六
道
参
り
聖
霊
祭
」、
「
誹
譜
小
傘
」
に

「棋
…
…
魂
祭
」

と
述
べ
て
あ
る
。
従

っ
て
こ
れ
は

「聖
霊
迎
」
の
意
と
見
徴
し
て

「興
木
の
お

迎
」
と
読
む
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
天
理
図
書
館
綿
屋
女
庫
所
蔵
の
原
不
を

一
見
し
た
が
剣
読
し
に
く
い
版
下
の
文
字
で
あ
っ
て
見
当
が
つ
か
ぬ
が
、
通
の

あ
る
字
で
あ
っ
た
し
、
四
首
で
ょ
む
べ
き
場
所
で
あ
る
か
ら

「
お
迎
」
と
よ
ん

で

「根
木
が
聖
霊
を
御
迎
い
す
る
事
」
の
意
に
と
っ
て
差
支
へ
な
い
と
思
ふ
。

こ
の
三
句
の
附
合
を
考
へ
る
と
、

「匂
ひ
け
る
か
な
」
は
言
ふ
迄
も
な
く
伊
勢

大
輔
の
和
歌
の
文
句
を
取

っ
た
の
で
あ
る
が
、
附
句
自
体
と
し
て
、
想
の
枝
葉

が

「匂
ひ
け
る
か
な
」
の
意
で
あ
り
、
第
二
句
目
は
、
槙
は

「
耐
二水
繰
こ

て

作
二桶
樽
こ

（倭
漢
三
才
図
会
、
徐
八
十
二
、
綾
之
條
〉
と
言
は
れ
る
か
ら
、井

戸
輪
を
連
想
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
井
戸
替
の
時
、
井
戸
輪
を
修
繕
す

る
事
が
多
い
の
で

（
好
色
五
人
女
巷
二
之

一
参
照
）
七
月
七
日
の
行
事
即
ち

「
△
井
水
。
今
日
村
民
毎
家
汲
二蓋
井
水
・去
三
井
氏
『が
泥
・汲
二他
家
井
水
ス
′

之
、
是
俗
謂
二男
水
・然
後
滝
レ蓋
供
′
酒
而
祭
文
。
如
′比
則
水
不
レ濁
云
洛
下

家
亦
然
」
（
日
次
紀
事
七
月
七
日
）

を
附
け
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
七
月
九
日
の
行
事
に
第
三
句
は
七
月
七
日

の
行
事
を
附
け
た
の
で
あ
る
。
省
、
同
じ
百
調
の
中
で

「道
場
に
置
く
二
十
八

算
」
の

一
人
」
か
ら
九
を
連
想
し
て
、
九
つ
の
環
か
ら
成
る

「
智
悪
の
輪
」
を

「智
悪
の
輪
や
四
條
通
に
ぬ
け
ぬ
ら
ん
」
と
附
け
た
鶴
永

（西
鶴
の
前
号
）
で
あ

る
か
ら
、

「‐九
」
か
ら
七
月
九
日
の
行
事
、
そ
れ
に
七
月
七
日
の
行
事
を
連
想

し
た
と
見
倣
す
筆
者
の
推
測
も
あ
な
が
ち
突
飛
な
考
へ
で
な
い
と
思
ふ
。
以
上

を
も
っ
て

「‐旗
木
の
お
迎
」
論
を
提
唱
す
る
」
（
一
九
五
〇
・
十
二
・
八
）

〔附
記
〕

最
近
森
鉄
三
氏
が

「西
鶴
作
浮
世
草
子
」
に
つ
い
て
新
見
を
発
表

さ
れ
た
が
、
筆
者
に
は
異
見
も
あ
り
、
全
面
的
に
は
承
認
し
が
た
く
、
今
姑

く
従
来
の
読
に
よ
っ
て
引
用
し
た
。
　
　
―
大

，
阪
府
立
大
津
高
校
教
官
―




